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居住環境か らみ る子ども の居場所に関する研究

中島喜代子 ･ 虞出 円

A S t u d y o n t h e C h il d r e n
'

s P l a c e f r o m t h e v i e w p o i n t o f R e si d e n ti a l E n v i r o n m e n t

K i y o k o N A K A J I M A a n d M a d o k a H I R O D E

要

本研究 は､ 居住環境 か ら子 どもの 居場所 を家庭 ･ 学校 ･ 地域別 に捉 え る こ とを 目的 と して い る ｡ そ の た め､

( 大都市) ( 地方都市) ( 農村) そ れ ぞ れ に 居住 し､ 地域 と の 関係 が 深い と思 わ れ る 中学生 を 対象に ア ン ケ ー ト

調査を 行 っ た ｡ ま た ､ 子 どもの 生 活場面 で あ る家庭 ･ 学校 ･ 地域 を ト ー タ ル に 居場所 の 検討 を行 っ た ｡ 以下 に

本稿で 明 らか と な っ た 事柄に つ い て 示す｡

家庭 ･ 学校 ･ 地域別 に 子 どもの 居場所 の 実態 をみ る と､ 居住地域 に よ っ て 居場所 の 実態 に違 い が み られ た｡

ま た こ の 居場所形成 に は 居住環境 が大 きく関わ っ て い る こ とが 捉 え ら れ た｡

家庭 ･ 学校 ･ 地域 を ト ー

タ ル に み る と
､ 家庭 は個人的居場所 の 中心 で あ り ､ 学校 は社会的居場所の 中心 で あ

る
｡
ま た 地域 は､ 家庭 に お け る個人的居場所や学校に お け る社会的居場所 を補完を す る重要 な場所で あ る こ と

が 捉え られ た ｡ し か し､ 地 域は､ 学校 に 社会的居場所を所有 し て い な い 場 合の 補完の 役割 は､ 充分に は果 たせ

て い な い とい う 問題点 が明 らか に な っ た ｡

1 . は じめ に

近年､ 子 どもを取り巻く環境は変化して いる｡
一

方､

子 ど もが 引き起 こす社会問題は深刻な状況で ある｡ こ

れ ら の社会問題の 原因の
一

つ と し て ､ 子 どもの ｢ 居場

所｣ がな い と い う現状が考えられ､ 今子 どもの ｢居場

所｣ に つ い て研究する こ とは､ こ う し た社会問題を考

え て いく上 で必要な事柄で あると考えられ る｡

こ れ ま で の 子 どもの ｢ 居場所｣ に 関す る研究は､

1 9 9 0 年代か ら教育学 ･ 社会学 ･ 建築学 ･ 住居学系な

ど幅広い 分野で研究され て い るが､ 研究数はまだ少な

く､ ｢ 居場所｣ を子どもの 生活場面全て から捉え て い

る研究は少な い ｡ ま た ､ ｢ 居場所｣ の 概念は心 理面 ･

物理面両方の 側面を含んで い るが､ 社会学 ･ 教育学系

は､ 学校間題の解決を中JL llこ ｢ 居場所｣ を心理面から

捉え て い る研究が多く ､ 本研究室以外の 建築学 ･ 住居

学系で は ､ 施設な ど の 利用実態や あり方が 中心 で ､

｢ 居場所｣ の捉え方は､ 物理面 に 偏 っ て い る｡ 中に は､

心理面 ･ 物理面両方から捉え て い る研究もみられるが､

わ ず か で あり､ 未だ不十分で ある
1 ' ～ こ与)

｡ 以上 の こ とは
､

｢ ｢ 居場所｣ 概念の検討｣
4)

で 詳 しく述 べ て い る ｡
一

方 ､ 本研究室で は ､
2 0 0 0 年代から､ ｢ 居場所｣ は様 々

な場面で存在す る こ と
､
｢ 居場所｣ が心理面 ･ 物理面

の 両方を含む概念で ある こ とを考慮し､ 子 どもの生活

場面全体から ｢ 居場所｣ の実態を捉え ､ 心 理面 ･ 物理

面の両方の側面か ら ｢居場所｣ を捉え て い る｡ ま た､

最近 で は､ ｢ 居場所｣ の 実態を捉えるだ け で なく ､ 世

代間比較に よ っ て 現在の子 どもの ｢ 居場所｣ の実態や

特徴を明らか に した研究
5)

も行 っ て い る ｡

そ こ で
､
｢ 居場所｣ の 形成が ､ 居住環境に左右され

る側面が強い と考え られ る ことか ら､ ( 大都市) ( 地方

都市) ( 農村) と い っ た居住地の 異なる子 どもの ｢ 居

場所｣ を比較する こ と に より､ そ れ ぞ れ の地域に居住

す る子 どもの ｢ 居場所｣ の実態や特徴を家庭 ･ 学校 ･

地域別に捉える｡ ま た ､ 子 どもが居場所を所有す ると

いう こ とは､ 子 どもの 生活場面全体に お い て必要で あ

る と考えられる こ とか ら､ 家庭 ･ 学校 ･ 地域を ト
ー

タ

ル に子どもの ｢ 居場所｣ を捉える こ とを目的とす る｡

2
. 調査方法と調査対象の 概要

(1) ｢ 居場所｣ の 定義と ｢居場所｣ の 分類

本研究に おける ｢居場所｣ は他者か ら認められたり､

他者か ら自由に な っ て 自分を取り戻したり して得 られ

る ような ｢ 自分を確認で きる場所｣ と定義す る｡

ま た
､ 人間が持 つ 重要な要素で ある ｢ 他者と の 関わ
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( 空間 の 支配変)

千
Eg1 1 居場所 の 構造 匡l

り｣ の 視点から ,
｢ 他者と の 関わ りから離れ て 自分を

取り戻せ る場所｣ を ｢ 個人的居場所｣ ､ ｢ 他者と の 関わ

りを持 つ こ と で 自分を確認で 去 る場所｣ を ｢ 社会的居

場所｣ とす る ｡

さ らに ｢ 居場所｣ は物理 面 ･ 心理面両方を含む概念

であ るた め ､ 物理面を示す ｢ 空間の支酉己度｣ と心理面を

示す ｢他者との 関わり｣ の 二軸で構成する分析軸を設定

した o そ の結果 ､ 図 1 の ような 4 類型を得た D なお ､

｢ 他者と の関わり｣ の視点で 分類すると､ A ･ B か ｢ 個

人的居場所｣ , C ･ D が ｢ 社会的居場所｣ となる o
4 '

ま た ､ 本研究で は ｢個人的居場所｣ を ｢ ①
一 人 に な っ

て考え事か で き る場所｣ ｢ ②好きな こ と に 集中で き る

場所｣ ｢ ③
一

人 に な っ て く つ ろ ぐ こ とが で きる場所｣

｢ ④大人の 目を避け られる場所｣ ｢ ⑤妊な思い をし た り

ス ト レ ス を た め た 時に い られ る場所｣ の 5 つ に 分類し､

｢ 社会的居場所｣ を ｢ ⑥お互 い に 気か合う人と話をす

る場所｣ ｢ ⑦仲間だ と思え る人と話をする場所｣ ｢ ⑧自

分を頼 っ てくれ る人と語をす る場所｣ ｢ ⑨自分を受け

入れ て くれ る人と話をす る場所｣ の 4 つ に 分類し､ 調

査 ･ 検討を行 っ た ｡ ｢ 個人的居場所｣ に関し て は ､ 隔

離 ･ 逃避要求 の 視点から ､ ①②③を心理的に隔離され

て い れば要求が満たされ る低次元 の 隔離 ･ 逃避要求に

対応で き るもの ､ ④⑤を心理的に も物理的に も隔離が

必要な高次元の 隔離
･ 逃避要求に 対応で きるもの とす

るo こ の分類を図 2 に示す o ｢ 社会的居場所｣ に 関し

て は､ ( 交流の 仕方) の 視点から､ ⑥⑦を表面的な交

流で も得られる低次元の 交流に 対応で きるも の
､ ⑧⑨

を親密な交流に よ っ て得られ る高次元 の 交流に 対応で

きるもの とする o こ の 分類を図 3 に示すo

(2) 諏査方法と調査対象の 概要

居住地域別に子 ども の 居場所を検討する た め ､ ( 大

都市) ( 地方都市) ( 農村) そ れ ぞ れ に居住す る子 ども

を調査対象とする こ とと し､ 本研究で は ( 大都市) を

神奈川県横浜市 丁 中学校､ ( 地方都市) を 三 重県名張

市 N 中学校､ ( 農村) を 三 重県度会郡南伊勢町 N 中

学校に通う子ども に対して ､ 2 0 0 5 年 7 月 - 9 月 に学校

に配布 ･ 回収をして も らう方法で ア ン ケ ー

ト調査を行 っ
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紬 瑚

(u

く 政次元 >

二T ,:.
~丁一T-:I

< = ニーーー ･･･････ , ｢
一 i 辛

く .: . ,
向C 2) 猛･ EIj ⑥

①~~人に fJ: つ て ぢ え事な t' を ｣ た い 時 のrg-j 見所
L2) 好きなこ とに免中 した i ､時 の 官櫨所

r

3 )･ 人に/ i - J て 〈 つ ろ ぎたい 時 J J 居｣浪iyr
甚 大人 v-) 日を避けたい 時の 居巌所
⑤ 壌な居.い を した

り

_
ス トレ ス をためた時の 唇｣点F r

図 2 ｢ 個 人的居 場所｣ 概念 の 分 類

･.
≡.

く低カこ TL >

- こ == ニーー ー･ --
l
l
- L r >

< .: 丈 >
噂 ･ヱ■･ 昏◎

痘.Ij 互し
､

に 気7 , ; 合う 人と話 をす
/
J 屈~1芸所

■=r 枠順たとJ蓋える人士話 を
T

r る居場所

客
: 自今を申司っ て-く1 L ろ人と岩岳を十 る 害･場所
雷■[T 'J) を卦 1 入J t て てれる 人と話を十 る屈~矧苛

国 3 ｢ 社会的 居場所｣ 概念 の 分 類

た D そ の 結果, 6 4 7 件 の有効サ ン プル を得た o 調査 の

概要を表 1 に示すo

調査対象の 地域に つ い て ､ ( 大都市) とす る神奈川県

横浜市は､ 神奈川県の 県庁所在地で 都心 に近く ､ 産業

や交通機関か発達 した地域であり
､
( 地方都市) とす る

三重県名張市は､ 三 重県の 南西 部に位置し､ 豊 か な自

然を残し つ つ 大阪郊外の ベ ッ トタ ウ ン と して発達した地

域であり､ ( 農村) とす る 三重県度会郡南伊勢町は､ 三

重県の 南部に位置し､ 自然 が豊 かfj: 農村地域である ｡

調査対象の概要に つ い て , 表 2 に 示す ｡ 学年 は ､ 調

査協力 の 関係上 ､ ( 大都市) は 3 年生 の み ､ ( 地方都市

) は 1 ･ 2 年生
,
( 農村) は 1

-

3 年生 と な っ て い る o

性別は､ 3 地域とも､ 性別の 割合に ほ とん ど大きな .違

い は な い｡ 平均家族人数は
､
( 大都市) が 4 . 6 人

､
( 地

方都市) か 5 人､ ( 農村) が 5 .
8 人で あ り､ 農村部ほ

ど家族人数 は多い ｡ 家族形態は ､ 都市部ほ ど核家族 の

割合が多く､ 農村部ほ ど拡大家族の 割合が多い ｡ 居住

形態は､ ( 大都市) は集合住宅の割合が多く､ ( 地方都

市) ( 農村) は戸建て住宅 の 割合か ほ とん どで あ る o

表 1 調 査 の 概要

大都市 地方都巾 忠 相 全 体

配布数 ( 部) 2 15 4 5 9 2 6 9 94 3

rD1収 数 ( 部) l oo コ86 2 6 ヰ 6 5 0

rロ川文事 ( 鶴) 4 6 . 5 6 2
.
3 9 8.

1 6 8 .9

触効数 佃L) 0 3 0 3

有効数 ( 節) 10 0 2 8 ヨ 26 4 6 4 7

有効率 ( % ) 1 0 0 .0 9 9
.
0 1 0 0

.
O
l
9 9 . 5
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表 2 誘l査対象 の 概要

学 年
大都市 地方部宙 農 村

件数 % 件数 % 件数 %

1 年生 0 0 1 1 8 4 1 .7 8 5 3 2 ,2

2 年生 0 0 ー6 5 5 8 .3 9 4 3 5 .6

3 年生 川0 1 0 0 0 0 8 5 3 2 .2

合 計 l o o 1 0 0 2 8 3 1 0 0 2 6 4 1 0 0

性 別
入 部市 地方都市 農 村

件数 % 件数 % 件数 %

El 4 6 4 6 .5 】2 5 4 4 .2 1 ヰ3 5 4 .8

女 5 3 l 5 3_ 5
l 5 8 55

.
8 1 1 8 4 5r

2

麺 回 寄 I 0 3

合 計 1 0 0 10 0 2 83 1 00 2 64 1 0 0

家族形態
畏 村

件数 % 件数 % 件数 L
-

L .ー

拡大家族 l4 1 ヰ
_
9 2 8 ヰ 3 4 .1 16 1 6 9 .4

核家族 8 0 8 5 . 1 1 6 2 6 5
.
9 7 1 3 0

.
6

撫Ir71 答 6 l - 3 7 3 2

合 計 l o o L ー0 0 2 8 3 1 0 0 2 6 4 lo o

3 . 調査結果と考察

(1) 居住環境からみ る家庭 ･ 学校 ･ 地域別に おける

子 どもの居場所

1) 居住環境 ･ 地域 に おけるよく行く場所

調査対象 の家 の周り の 居住環境に つ い て ､ 図 4 に 示

す 1 3 項目の 中 で あ て は ま る も の 全て を選択す る方法

で 調査し た o 居住地域別 の 結果を同園に 示す ｡

調査対象全体の傾向をみ ると､ 公園 ･

ア ス レ チ ッ ク ､

空き地 ･ 駐車場 と い っ た 子 どもが自由に 使用で 去 る空

間が家の周り に あ る子ども が 多い o ま た 原 っ ぱ ･ 田 ん

ぼ ･ 畑､ 雑木林 ･ 野山と い っ た 本来 の 自然があ る子ど

も は
､
地域 の 諸施設 に関す る全て の 項目よ り多く ､

比

較的自然環境に恵まれ て い る傾向が あるo

地域別 に比較す る と
,
農村部は 自然環境があ る子ど

もが多いか ､ 都市部は地域の諸施設があ る 子どもか多

い ｡ ま た ､ ( 地 方都市) は自然環境 ､ 地域 の 諸施設に

つ い て ( 大都市) と ( 農村) の 中間 に位置す るが ､ 雑

木林 ･ 野山､ コ ン ビ ニ ､
公共施設に つ い て は最も少な

くな っ て い る o

地域 に おけ る よく行く場所 に つ い て ､ 図 5 に 示す

14 項 目 の 中で あ て は ま る も の 全て を選択す る方法で

調査した ｡ 居住地域別 の 結果を同園に示す D

調 査対象全体の 傾向をみ ると ､ 友達の 家 へ よ く行く

子どもか 最も多 い ｡ ま た全 て の項目に つ い て ､ 一人よ

り仲間と地域を利用する子どもが 多く ､
地域 で は

一 人

より複数で過 ごす傾向があ るo

地方都市 良 村
家族人数

件数 % 件数 % 件数 %

2 人 0 0 5 1
.
9 】 0

_
4

3 人 5 5 .2 1 2 4
.6 り 5 ,1

4 人 5 2 5 3 ,6 85 3 2 .6 ヰ3 1 6 .7

5 人 2 5 2 5
_
8 8 7 3 3 .3 4 9 I 9 .I

6 人 9 9 3 4 4 l 6 ,9 7 4 2 8 .8

7 人 5 5 .2 2 2 a .4 4 6 1 7
.
9

8 人 】 1 .0 3 1 .1 2 6 1 0 .I

9 人 0 0 I 0_
4 4 I

.
6

1 0 人 0 0 1 0 .4 0 0

l 一 人 0 0 1 0 .4 0 0

1
J

1 人 0 0 0 0 0 1

鮒 司苔 3
l

1 2 7

合 計 10 0 1 0 0 2 8 3 10 0 2 6 4 10 0

偶人歎しJJ 4
_
6 5 ,0 5 .8

尉i-_形態
大都市 地方部ffT 良 材

件数 % 件数 % 件数 %

戸延性宅 3 4 3 5
_
8 2 4 1 9 4

.9
2 3 7 9 5

.
2

集合住宅 6 1 6 4 .2 l 3 5.1 I 2 ヰ.8

無回 答 5 2 9 l Ⅰ5

合 計 一o o 1 0 0 2 日3 l O O 2 6 4 ) O O
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図 4 居 住環 境

地域別に比較す ると､ 農村部は 自然があ る と こ ろ ､

友達の 家､ 近所 の 人の 家 へ よ く行く子 どもが多 い か ,

都市部は店､ 公 共施設 ､ 塾 と い っ た 地域 の諸施設 へ 行
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園 5 地 域に お け る よ く行く場所

く子どもが 多い o ま た ､ ( 地方都市) は多く の 側面で

(都市) と ( 農村) の 中間に位置する傾向が み られる

が ､ 自然があ る と ころ､ 公園, 店 へ そ れ ぞ れ
一

人で 行

く子ども は最も少なくな っ て い る｡

2) 居住環境か らみ る家庭に おけ る子 どもの 居場所

居住環境から家庭にお ける子どもの 居場所の 実態を

捉える た め ､ まず 居場所と大きな関わ りがあ ると考え

られる ｢ 家庭に お け る心 理状態｣ と ｢ 家庭 にお け る人

間関係｣ に つ い て 居住地域別に検討する o 次 に個人的

居場所 の 5 項目 に つ い て ､
｢ 家庭 に お け る居場所 の 有

無｣ と ｢ 居場所とな る具体的な場所｣ を居住地域別に

検討する ｡ ま た ､ 家庭の居場所所有が ､ 心 理状態と人

間関係に何 らか の影響を与え て い るか どうかを検討す

る た め
､
｢ 家庭 に お ける居場所 の 有無｣ と ｢ 家庭に お

ける心理状態｣ ｢ 家庭 に おけ る人間関係｣ と の 関連に

つ い て居住地域別に検討するo

①家庭に おけ る心理状態

家庭における心理状態は ､ 安心感
･ 安定感 ･ 快楽感 ･

満足感 ･ 解放感 ･ 好感の 6 促｢面 に つ い て ､ 囲6 に 示し

た選択肢の うち､ そ れぞ れあ て はま る もの ひと つ を選択す

る方法で調 査したo 居住地域別の結果を同図に示すo

調査対象全体 の 傾向を み る と
､ 家庭 で 安心 感や安定

感を感じて い る子 どもは多 い か ､ 満足感や 解放感を感

じて い る子どもは少な い傾向があ る o

地域別に比較すると､ 居住地による大童な違 い は み ら

z) 軍 心 て き届
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図 6 家庭 にお け る心 理 状態

れないが, 農村 の方が心理状態はやや良い傾向があるo

②家庭に 右 け る人間関係

家庭にお ける人間関係は､ 親 とき ょ うだ い と の関係

に つ い て
､
｢ 本音 で会話す る｣ ｢ 伸 ば良 い が､ 気 を つ か

う こ とがある｣ ｢ 表面上 の 会話し か しな い｣ の 中で ,

そ れ ぞ れあ て は ま る もの 全て を選択する 方法で調査し

た o 居住地域別の 結果を図 7 に示す o

調査対象全休の 傾向をみると ､ 親やき ょ うだ い ともに

本音で会話して い る子 どもは最も多い が､ 気を つ か っ た

り､ 表面上 の 会話しかしな い子 どもも約 2 割み られるo

地域別に 比較す る と､ 親 ･ き ょ う だ い ともに居住地

に よ る大きな違 い は み られなか っ た o

③家庭に お け る居場所 の 実態

家庭に おけ る居場所の 実態は､ 個人的居場所 5 項目

に つ い て ､ 居場所と な る具体的な場所を ｢ A 子 ども

部屋｣ ｢ B 家族 の 部屋｣ ｢ c 居間 ･ 食事室｣ ｢ D 納 戸
･

衣装部屋｣ ｢ E 客間 ･ 応接間｣ ｢ F ト イ レ ･ 風呂｣ ｢ G

場所が な い｣ ｢ H 家庭で は そ の行為自体しな い｣ か ら

そ れ ぞ れあ て は ま るも の ひ と つ を選択する方法で 調査

し た o そ の 結果をもと に ､ 居場所 の 有無 に つ い て , 負

体的な場所 の A か ら F を ｢ 居場所あり｣ ､ G H を ｢ 居

場所な し｣ と して 検討す る｡
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図 8 家庭 に お け る 居場所の 有無

i 家庭 にお ける居場所の有無に つ い て , 居住地域別

の 結果を囲 8 に 示す ｡

調査対象全体の傾向をみ る と､ 個人的居場所 の 所有
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図 10 子 ども 部屋 を所有 し て い な い 子 ど も の 居場所 と な る

具体的な場所

率は約 8 割 か ら 9 割 と高 い が ､ 高次元 の 個人的居場所

は低次元 の個人的居場所より低く ､ 所有し にく い 傾向

か あ る o

地域別に比較す ると､ ｢ 大人 の 目を避け られ る場所｣

に つ い て
, ( 地方都市) の 所有率が他 の 地域と比 べ て
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低い 特徴がある｡ そ れ以外の項目は ､ 居住地に よる大

きな違い はみられなか っ た｡

ii 家庭 に お い て居場所を所有して い る子 どもの居場

所となる具体的な場所に つ い て ､ 調査対象全体の結果

を図9 に示す｡

調査対象全体の傾向をみると､ 専用個室で ある ｢子

ども部屋｣ を中心 に 個人的居場所を所有して い る ｡

｢ 子 ども部屋｣ 以外で は ､
｢ 一

人 に な っ て 考え事が で き

る場所｣ ｢ 大人の 目を避 けられ る場所｣ で は､ 閉鎖空

間で ある ｢ ト イ レ ･ 風呂｣ を居場所と し､ ｢ 好 きな こ

と に集中で きる場所｣ に つ い て は､ 開放的空間で ある

｢ 居間 ･ 食事室｣ を居場所とする傾向がある｡

地域別に比較する と､ 居住地に よる大きな違い はみ

られ なか っ た ｡

次 に ､ 子 ども部屋を所有して いな い子どもの 居場所

となる具体的な場所に つ い て ､ 調査対象全体の 結果を

図 1 0 に 示す ｡ ｢
一

人 に な っ て 考え事が で き る場所｣

｢ 大人の 目を避けられる場所｣ で は､ ｢ トイ レ
･

風呂｣

を居場所とし､ ｢ 好 きな こ と に 集中で きる場所｣ に つ

い て は ､ ｢ 居間 ･ 食事室｣ または ｢ 客間 ･ 応接間｣ を

居場所とす る傾向がある｡

④家庭に おける居場所の有無と心理状態との関連

家庭における居場所の有無と心理状態との関連に つ い

て ､ 居住地域別の検定結果を表 3 に示す ｡ 表中の○は､

カイ ニ乗検定に よる有意差､ 順位相関係数による有意

性がみられた ことを示し､ 居場所の有無と心理状態とに

関連がみられた ことを表す｡ 紙面の都合上､ 居場所の有

無と心理状態との関連の結果を示す図は省略する｡

調査対象全体の 傾向をみる と､ 全て の 心理状態の 側

面にお い て ､ 居場所を所有して い る子どもほ どプ ラ ス

評価が高く､ 心 理状態は良い 傾向がある｡

地域別の特徴をみると ､ ( 地方都市) と ( 農村) は

調査対象全体の 傾向と同じで ある｡ ( 大都市) もほ ぼ

同じ傾向で あるが､ 有意差 ･ 有意性ま で はみられな い

表 3 家庭に お け る 居場所の有無 と心 理 状態と の 関連

安心感
カイ 二 乗検定 順位相関係数

安定感
カイ 二 乗検定 順位相関係数

快楽感
カイ 二 乗検定 順位相関係数

1 % 5 % 10 % 1 % 5 % lO % 1 % 5 % 10 % 1 % 5 % Ⅰ0 % 1 % 5 % Ⅰ0% 1 % 5 % 10%

大
都

市

居場所 1

大
都
市

居場所 1

大
都
市

居場所 1

居場所 2 ○ 居場所 2 居場所 2

居場所 3 ○ ○ 居場所 3 ○ ○ 居場所 3 ○ ○

居場所 4 居場所 4 居場所 4

居場所 5 ○ ○ 居場所 5 ○ ○ 居場所 5

地
方
都
市

居場所 1 ○

也

方
都
市

居場所 1

地
方
都
市

居場所 1

居場所 2 ○ ○ 居場所 2 ○ ○ 居場所 2 ○

居場所 3 ○ ○ 居場所 3 (⊃ ○ 居場所 3 ○ ○

居場所 4 居場所 4 居場所 4 ○ ○

居場所 5 (⊃ ○ 居場所 5 ○ ○ 居場所 5 ○ ○

磨

村

居場所 1 ○ ○

磨

村

居場所 1 ○ ○

農

村

居場所 1

居場所 2 ○ (⊃ 居場所 2 (⊃ ○ 居場所 2 (⊃

居場所 3 ○ ○ 居場所 3 ○ ○ 居場所 3 ○ ○

居場所 4 ○ ○ 居場所 4 ○ ○ 居場所 4

居場所 5 ○ ○ 居場所 5 ○ ○ 居場所 5

満足感
カイ 二 乗検定 順位相関係数

解放感
カイ 二 乗検定 順位相関係数

好感
カイ 二 乗検定 順位相関係数

1 % 5 % 10 % 1 % 5 % 10 % 1 % 5 % 10 % 1 % 5 % lO % 1 % 5 % 10 % 1 % 5 % lo 粕

大
都
市

居場所 1

大
都
市

居場所 1 ○

大
都
市

居場所 1

居場所 2 居場所 2 居場所 2

居場所 3 ○ 居場所 3 ○ ○ 居場所 3

居場所 4 居場所 4 居場所 4

居場所 5 居場所 5 ○ ○ 居場所 5

地
方
都
市

居場所 1 ○

也

方
都
市

居場所 1

地
方
都
市

居場所 1 ○

居場所 2 ○ ○ 居場所 2 ○ ○ 居場所 2 ○

居場所 3 ○ (⊃ 居場所 3 ○ ○ 居場所 3 ○ ○

居場所 4 居場所 4 居場所 4 ○

居場所 5 ○ ○ 居場所 5 ○ ○ 居場所 5 (⊃ ○

戻

村

事

居場所 1 ○

顔

村

居場所 1

農

村

居場所 1 ○ ○

居場所 2 ○ 居場所 2 ○ 居場所 2 ○

居場所 3 ○ (⊃ 居場所 3 (⊃ ○ 居場所 3

居場所 4 ○ 居場所 4 ○ ○ 居場所 4

居場所 5 居場所 5 居場所 5 ○ ○

居場所1 :
一 人 にな っ て 考え 事がで きる場所

居場所2 : 好きな こ とに 集中で きる場所

居場所3 :
一 人 にな っ て く つ ろぐこ とがで きる場所

居場所4 : 大人の 目を避 けられる場所

居場所5 : 嫌な思い を した リ ス ト レ スをた め た 時に い られる場所
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表 4 家庭 にお け る居場所の有無 と人間関係 との 関連

親 と の 関係
カ イ 二 乗検定 順位相関係数

き よ う だい との 関係
カ イ 二 乗検定 順位相関係数

1 % 5 % 1 0 % 1 % 5 % 10 % 1 % 5 % 1 0 % 1 % 5 % 1 0 %

大

都
市

居場所 1

大
都
市

居場所 1

居場所 2 居場所 2

居場所 3 居場所 3

居場所 4 居場所 4

居場所 5 居場所 5

也
方
都
市

居場所 1

也

方
都
市

居場所 1

居場所 2 居場所 2

居場所 3 居場所 3 ○

居場所 4 居場所 4

居場所 5 ○ (⊃ 居場所 5 ○ ○

磨

村

居場所 1

農

村

居場所 1 ○ ○

居場所 2 ○ ○ 居場所 2 ○ ○

居場所 3 ○ 居場所 3

居場所 4 ○ 居場所 4 ○

居場所 5 ○ ○ 居場所 5 ○

居場所1 :
一

人 に なっ て 考 え事が で きる場所

居場所 2 : 好き なこ と に集 中でき る場所

居場所 3 :
一

人 に なっ て く つ ろぐこ とがで きる場所

居場所4 : 大人の 目を避 けられる場所

居場所5 : 嫌な思 いを したリ ス ト レ スをた めた時 に い られる場所

項目が多く､ 他の 地域より居場所の 有無と心理状態と

の 関連が弱い ｡ こ れ は､ 家庭の 居場所を代替で きる施

設が (大都市) に多くある こ とが家庭にお ける居場所

の 所有と心理状態との 関連の 弱さ に繋が っ て い る の で

はな い かと考え られる｡

⑤家庭に おける居場所の 有無と人間関係との 関連

家庭に おける居場所の 有無と親 ･ き ょ う だ い との 関

係に つ い て ､ 居住地域別の 検定結果を表 4 に 示す ｡ 紙

面 の都合上 ､ 居場所の 有無と人間関係との 関連の 結果

を示す図は省略する｡

調査対象全体の傾向をみると､ 親と の関係に つ い て ､

居場所を所有 して い な い子 どもは､ 親 に気を つ かう傾

向がある｡ き ょ う だ い と の 関係に つ い て は､ 居場所を

所有して い る子 どもは､ き ょ う だ い と本音で話 し合 っ

て い る傾向がある｡

地域別の特徴をみると､ 心 理状態との関連と同様 ､ (

地方都市) と ( 農村) は調査対象全体の 傾向と同じで

ある｡ ( 大都市) もほ ぼ 同じ傾向であるが､ 有意差 ･ 有

意性ま ではみられない項目が多く､ 他の地域より居場所

の有無と親 ･ き ょ うだい との関連が弱い｡ これ は､ 居場

所の有無と心理状態との関連で述 べ た理由と同様である｡

3) 居住環境からみる学校に おける子 どもの居場所

家庭の 場合と同様に ､ ま ず居場所と大きな関わりが

あると考え られる ｢学校に おける心理状態｣ と ｢ 学校

にお ける人間関係｣ に つ い て 居住地域別に検討す る｡

次 に個人的居場所の 5 項目と､ 社会的居場所の 4 項目

に つ い て
､
｢ 学校 に おける居場所の有無｣ と ｢ 居場所

となる具体的な場所｣ を居住地域別に検討する｡ ま た､

学校の 居場所所有が ､
心 理状態と人間関係に何らか の

影響を与え て い るか どうか を検討す るため､ ｢ 学校 に

お ける居場所の有無｣ と ｢ 学校 に おける心理 状態｣

｢ 学校 に おける人間関係｣ と の 関連に つ い て 居住地域

別に検討する ｡

①学校にお ける心理状態

学校における心理状態は､ 安 心感 ･ 安定感 ･ 快楽感 ･

満足感 ･ 解放感 ･ 好感の 6 側面に つ い て ､ 図 11 に示し

た選択肢のうち､ それぞれあて はまるもの ひとつ を選択す

る方法で調査した｡ 居住地域別の結果を同図に示す｡

調査対象全体の傾向をみると
､
快楽感を感 じて い る

子 どもは多い が､ そ の他 の側面に お い て はプ ラ ス評価

が低く心理状態は悪い傾向がある｡

地域別に比較すると､ 全ての側面において ､ ( 大都市)

は他の地域よりプラス評価が高く､ 心 理状態は良い｡

②学校に おける人間関係

学校に おける人間関係は､ 先生 ･ 友達と の関係に つ

い て ､ ｢ 本音で 会話する｣ ｢ 伸 ば良 い が､ 気 を つ か う こ

とがある｣ ｢ 表面上 の会話しか しな い｣ の 中で ､ そ れ

ぞ れ あ て はまるもの全て を選択す る方法で調査した｡

居住地域別の結果を図1 2 に 示す｡

調査対象全体の傾向をみると
､
先生とは表面上 の会

話だけ で本音で話し合 っ て い る子 どもは少な い ｡ 友達

とは､ 本音 で会話し て い る子どもが最も多いが ､ 気を

つ かう子どもが約半数も存在す る｡

地域別に比較す ると､ 先生と の関係で は､ 居住地に

よる大きな違い はみ られ なか っ た が､ 友達との 関係で

は
､ ( 大都市) は他 の地域 より本音で 会話して い る子

どもが多く､ 友達との 関係は良い ｡

③学校に おける居場所の 実態

学校にお ける居場所の 実態は､ 個人的居場所 5 項目

- 13 9 -



中島 喜代子 ･ 廉出 円

ih +

D 垂 心 でさ る 相方 ♯ 市

E= い らい ら で も

L J * I r J[ l

､

i J t l t l A

L ▼
4
l
■ t..

つ 且 根元 8 TT

Le 7T tI FE l

･ ′ ヽ
､

p
1 - t J . .

'
J I ▼▼ I

● く 1 > lZ. カ
イニ t 4 定の 有 f 水 事l % を示 す

･
･ I

､
】

~
.t ● P 7 ハ Il ll t L l ヽ t -

I

ユ I G ■II A ■ O I P r h ■ -

- I
T
r

･ I
1 I E . t ■ ■■ T h ■ I L A ! ヽ ト~r

図11 学校に お け る心 理 状態

グラフ内b q l暮挿El そJf. I
く1 > Lユ

.
h イ ニ ■4 真 の <3 L ム ■l q 告 示▼

I. J ヽ･t t + コ /
I
I ▼ 1 I ヽ

l
■- 1

､ i LJ t
J I ■ A L.

.
4 r l + . ヽ I r I

≡ J ll r : R ℡ A l ■

.
ナ ■ I ヽ 1-

J
､ 事 : I

囲1 2 学校に お ける 人 間 関 係

: p
E
i 4 ▼

事fT

l
t
t p -

■ l■

･

● ヽ ■ ヽ

6 地 方心 雨

l

セ
-

F
-

●l l

l
+
■ I

'
｢

L r

J I 1 ■ JLL I T 4t tA. t

~人E = rJ つ て書 i + が で さる 4 #

l T ? r) ことL = JL 中p r せ もtJ g T
一人l こ r-L っ て くつ ろ ぐ こ とが で さ るJJ 所
大 人 0) 自モカ rl らL L もqLi #

t t な t い をし( 1 lJ ス ト レ ス をたd)七i? r = い ら れ るtI N T

B 互 いP二 R が e う 人 と1毒t 十 るtI R I

p T L =

l
l
■ ▲ い E) † T ～ ■jT

自5} をq っ て ( れ る 人とE邑t l るLL 折

E] 9 乏究L ▼入 ^ てく 1 L る人 とF3 豆▼ 丘 Ll 所

･L Iーlヽ■ I 一 ● ● l - I

● < 】 >】壬. h イ
こ ■8一定¢ 書 t 木4 1 % を示 ▼

I < l O > r 1

_
カイ ニ ー & 言d) 書 t 7k Jt 柑

E
h S 示 ▼

I
I I L l ll ■ ■■ r I ▼ ■ I ､

ヽ r
,
I

'
I. 一 4 = f ■ ■■ t_

1 ■ ● I ) ■~ヽ l T ■

囲 1 3 学校 に お け る居 場所 の有無

と社会的居場所 4 項目に つ い て ､ 居場所とな る具体的

な場所を ｢ A 自分 の ク ラ ス｣ ｢ B 他の ク ラ ス｣ ｢ C 部室
･

委員会の 場｣ ｢ D 休育館 ･ 図書室 ･ グ ラ ウ ン ド ･ 多目

的教室｣ ｢ E 廊下 ･ トイ レ ･ 階段 ･ 校庭 の 片隅｣ ｢ F 職

員室 ･ 保健室｣ ｢ c 場所 が な い｣ ｢ H 学校で は そ の 行

為自体しな い｣ か ら そ れ ぞ れ あ て は ま る もの ひ と つ を

選択す る方法で調査した ｡ そ の結果をもとに ､ 居場所

の 有無に つ い て ､ 具体的な場所 の A か ら F を ｢ 居場

所あり｣ ､ G H を ｢ 居場所なし｣ と し て検討す る｡

i 学校 にお け る居場所の 有無に つ い て , 居住地域別

の 結果を図 1 3 に 示すo

調査対象全体 の 傾向をみる と ､
｢ 好き な こ と に 集中

で き る場所｣ 以外の 個人的居場所 の 所有率は約半数で

少なく, 学校で は個人的居場所を所有しにく い ｡ ま た ､

社会的居場所の 所有率は約 8 割か ら 9 割と高いが , 高

次元の社会的居場所は低次元の社会的居場所より低く､

所有しに く い傾向が あ る ｡

地域別に比較すると
､
｢ 大人の 目を避け られ る場所｣

に つ い て
､ ( 地方都市) の 所有率か他の 地域と比 べ て 低

い特徴が ある｡ また , 社会的居場所に つ い て は､ 都市部

の所有率 の 方か高い傾向か みられ､ 都市部は学校におけ

る社会的居場所の ウ エ イ トが高い ことが捉えられた o

il 学校 に お い て居場所を所有して い る子 どもの 居場

所とな る具体的な場所に つ い て ､ 居住地域別の結果を

囲 1 4 に 示す｡

調査対象全体 の 傾向をみ る と ､
｢ 自分の ク ラ ス｣ を

- 1 4 0 -



居住環境か ら み る 子 ども の居場所に 関す る研究

E j Aす富･ 垂LI 台0) 4
□ 仏7T 毎･ E-1 富･ フラ ウI

J ト 多 目y l yJ 空 ■ fh 下. ト イ し rS I㌢ ･ I三血C
r

) 片 司 □ 同 色空･ 監 WI 富

l 一人 l二 Ii っ て キ ス ZI上
■

･ で きぞ′
LBド.～

l l き rJ こ と にA E 】 て さ るtA pT T

J 一人T こ1 . ニ て ㌧ つ }
J (' 二 と が で LL るtA 計

｣ 六 人 G) E] き心; 十 L J f

_
)
_- 哩 帝

･ ■ L) {J.
巴 1 ＼ シし[ : LJ ズ r L

,
ス 盲 f~8T J T､

F弓l､〉
H-⊃ f･, そ 牧 石

Ij 3 三呈 し l = F

.
b l 会 う 人とE主 Eす る: W j

/ r
FP 問[ = と 呈 h ,: ^ と≦王f 寸 か B 布

q Q 5 1 J L I L っ て (

.
I l

. 主人 ⊂L主壬T ':
L ib FF

リ
Lj i ,i 阜云I l 人 Ip_

｢
/ J L る) L とZ占壬 す うLR F n

･ ケ ラ フ内 tl ⅦJ ま件E? を亭 T

･ < l > l エ

.
h イ ニ 免 魂5= の 萌 宇.

Tk 畢1 恥 至示 す

･ く ら , r 二⊂

.
7; イニ 央 境 王O) 司 長 池 申5

r
l をrf T

･ く1 0 ､ l ユ

.
わ イニ 4 捗 言q] 有 色 )ト止 I Q

l b ぎ.i. チ

囲 1 4 学校 に お ける 居場所 とな る具体的な場所

中心 に個人的居場所
･ 社会的居場所を所角L し て い るD

しか し
,
｢ 大人 の 日を避け られ る場所｣ に つ い て は､

｢ 廊 下 ･

ト イ レ
･ 階段 ･ 校庭 の 片隅｣ を居場所とす る

傾向が あ るc ま た ,
｢ 好き な こ と に 集中できる場所｣

で は
､
｢ 自分の ク ラ ス｣ 以外 に ｢ 休育館

･

図書館
･ グ

ラ ウ ン ド ･ 多目的教室｣ も居場所とす る子 どもが多 い

こ と が 捉え られ た o

地域別に比較す る と ､ ｢ 自分 の ク ラ ス｣ を個人的居

場所 とす る子ど も は 都市部 の 方が多く ､
｢ 廊下 ･ ト イ

レ ･ 階段
･

校庭 の 片隅｣ に つ い て は農村部の 方 が多 い ｡

こ れ は ､ +_ 地
の 関係で ､ 農村部 の 学校 の 敷地面積が都

市部よ り広い た め ､ 農村部は ｢ 自分 の ク ラ ス｣ 以外 に

居場所を所有しやす い の で は な い かと考えられ る o

骨学校に おけ る居場i
.TT の 有無と心理状態と の 関連

家庭同様､ 学校 に おける居場所 の 有触と心理状態と

の 関連に つ い て ､ 居住地域別 の検定結果を表5 に示す ｡

紙 b
'

の 都合上 ､ 居場所の 有無と心理状態との関連 の 結

果を示す図 は 省略す るo

調 査対象全休の 傾向をみ ると ､ 全て の 心 理状態の側

面に お い て , 居場所を所有して い る子どもほ ど プ ラ ス

評価が 高く ､
心 理 状態が良い傾向が あ る ｡

地域別 の 特徴を み る と ､ ( 地 方都市) と ( 農村) は

調査対象全体 の 傾向 と同じ で ある o ( 大都市) も ほ ぼ

同 じ傾向で あ る が ､ 有意差 . 有意性ま で は み られ な い

項目か多く､ 他 の 地域 よ り居場所の 有無と心理状態と

の 関連か弓弓い ｡ こ れ は､ ( 大都市) の 学校の お ける心

理状態が相対的に良 い た め, 居場所の 有無と の 関連が

弱くな っ た と考え られ る o

(盲1学校 に おける居j募所 の 有無と人間関係と の 関連

学校に おけ る居場所 の 有無と先生 と の関係 ･ 友達と

の 関係に つ い て ､ 居住地域別 の検定結果を表6 に示すc

紙面 の 都合上 ､ 居場所 の 有無と人間関係と の 関連の結

果を示す囲は省略す る ｡

調査対象全体 の 傾向をみ る と､ 個人的居場所を所有

して い る子ども は ､ 学校で 先生や友達 と本旨で話し て

い る傾向が あ る｡ こ の こ と か ら､ 学校 で所有率 の 低 い

個人的居場所を所有する こ とが ､ 先生 や友 だ ちと の 人

間関係に つ なが っ て い る と考え られる ｡ 社会的居場所

ほ ､ 先Jt
'

. よ り友達 と の 関係の 方が 関連が強く ､ 友だ ち

と の 関係が良い子ども ほ ど社会的居場所の所有率か高

い 傾向か あ るD

地域別の特徴をみ る と､ 心 理状態と の関連同様 ､
( 也

方都市) と ( 農村) は 調査対象全体 の 傾向と同じであ

る ｡ ( 大都市) もほ ぼ同じ傾向であるか､ 有意差 ･ 有意

性まで は み られな い項目が多く, 他 の地域より居場所の

有無と友達との関連が弱い ｡ こ れは ､ く大都市) の 学校

の おける友達と の 関係が相対的に良い た め ､ 居場所の 有

無との関連が弱くな っ た と考え られ る｡

4) 居住環境か らみ る地域に おけ る子 ども の 居場所

家庭 ･ 学校 の 場合と同様に , ま ず居場所と大きな関

わ りがあ ると考え られ る ｢ 地域 にお け る本音で 話し合

え る 人の 有無｣ に つ い て居住地域別に検討す る o 次 に

個人的居場所 の 5 項目と､ 社会的居場所 の 4 項目 に つ

い て
,
｢ 地域 に おける居場所 の 有無｣ と ｢ 居場所とな

る具体的な場所｣ を居住地域別に検討す る o ま た ､
地

域 の 居場所所有か ､ 人間関係 に何らか の 影響を与え て

い る か ど う かを検討す る た め , ｢ 地域 にお ける居場所

の 有無｣ と ｢ 地域に おけ る本音で 話し合え る人 の 有無｣

と の 関連に つ い て居住地域別に 検討する ｡

L:i,1 地 域 に おけ る本音で話し合え る人 の 有無

地域に おけ る本音で 話し合え る人の 有無に つ い て ､

国 】5 に 示す 7 項目の 中 で あ て は ま る も の 全て を選択

す る方法で調査した ｡ 居住地域別の 結果を同園に示すo

調査対象全体の傾向をみ る と , 地域で 友達と本音で

話し合え る子 ども は 多い が､ 大人と本音で 話し合え る

子どもは少な い傾向が あるo

地域別に比較す ると
､
友達と本音で 話し合え る子ど

もは く大都市) が多く､ 近所 の 大人と本音で 話し合え

る + どもは ( 農村) の 方が多 い o

骨地域に おけ る居場所 の 実態

地域に おけ る居場所 の 実態は ､
個人的居場所 5 項目

と社会的居場所 4 耳ほ に つ い て ､ 居場所とな る具休的

1 4 1 -
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表 5 学校 にお け る居場所の有無 と心 理 状態 との 関連

安心感
カイ 二 乗検定 順位相関係数

安定感
カイ 二 乗検定 順位相関係数

快楽感
カイ 二 乗検定 順位相関係数

1 % 5 % 10 % l % 5 % 10 % 1 % 5 % Ⅰ0 % 1 % 5 % 10 % 1 % 5 % 1 0 % 1 % 5 % 10 %

大
都
市

居場所 1

大

都
市

居場所 1 ○ ○

大

都
市

居場所 1

居場所 2 ○ ○ 居場所 2 ○ ○ 居場所 2 ○ ○

居場所 3 ○ 居場所 3 ○ ○ 居場所 3

居場所 4 ○ (⊃ 居場所 4 ○ 居場所 4

居場所 5 居場所 5 ○ ○ 居場所 5

居場所 6 居場所 6 居場所 6

居場所 7 ○ 居場所 7 居場所 7

居場所 8 居場所 8 居場所 8 ○ ○

居場所 9 居場所 9 ○ 居場所 9

地

方
都
市

居場所 1

地
方
都
市

居場所 1

地
方
都
市

居場所 1 ○

居場所 2 ○ ○ 居場所 2 ○ ○ 居場所 2 ○ ○

居場所 3 ○ ○ 居場所 3 ○ ○ 居場所 3 ○ ○

居場所 4 ○ ○ 居場所 4 ○ 居場所 4 ○

居場所 5 ○ ○ 居場所 5 ○ ○ 居場所 5 ○ ○

居場所 6 ○ ○ 居場所 6 ○ ○ 居場所 6 ○ ○

居場所 7 ○ ○ 居場所 7 ○ 居場所 7 ○ ○

居場所 8 ○ ○ 居場所 8 ○ ○ 居場所 8 ○ ○

居場所 9 ○ ○ 居場所 9 ○ ○ 居場所 9 ○ ○

農
村

居場所 1 ○ ○

農
村

居場所 1 ○ ○

農
村

居場所 1 ○ ○

居場所 2 ○ ○ 居場所 2 ○ ○ 居場所 2 ○ ○

居場所 3 ○ ○ 居場所 3 ○ ○ 居場所 3 ○

居場所 4 ○ ○ 居場所 4 ○ ○ 居場所 4 ○ ○

居場所 5 ○ 居場所 5 ○ ○ 居場所 5 ○ ○

居場所 6 ○ ○ 居場所6 ○ ○ 居場所 6 ○ ○

居場所 7 ○ ○ 居場所 7 ○ ○ 居場所 7 ○ ○

居場所 8 ○ ○ 居場所 8 ○ ○ 居場所 8 ○ ○

居場所 9 ○ ○ 居場所 9 ○ ○ 居場所 9 ○ ○

満足感
カイ 二 乗検定 順位相関係数

解放感
カイ 二 乗検定 順位相関係数

好感
カイ 二 乗検定 順位相関係数

1 % 5 % 1 0 % 1 % 5 % 1 0% 1 % 5 % 10 % 1 % 5 % 10 % 1 % 5 % 1 0% 1 % 5 % 1 0%

大

都
市

居場所 1 ○

大
都
市

居場所 1 ○

大
都
市

居場所 1

居場所 2 ○ ○ 居場所 2 ○ ○ 居場所 2 ○ ○

居場所 3 居場所 3 居場所 3

居場所 4 居場所 4 ○ 居場所 4

居場所 5 ○ ○ 居場所 5 ○ ○ 居場所 5

居場所 6 居場所 6 居場所 6

居場所 7 居場所 7 居場所 7

居場所 8 ○ ○ 居場所 8 ○ 居場所 8

居場所 9 居場所 9 ○ 居場所 9

也
方
都
市

居場所 1 ○ ○

地
方
都
市

居場所 1 ○ ○

地
方
都

市

居場所 1 ○ ○

居場所 2 ○ ○ 居場所 2 ○ ○ 居場所 2 ○ (⊃

居場所 3 ○ ○ 居場所 3 ○ ○ 居場所 3 ○ ○

居場所 4 ○ ○ 居場所 4 ○ ○ 居場所 4 ○ ○

居場所 5 ○ ○ 居場所 5 ○ ○ 居場所 5 ○ ○

居場所 6 ○ ○ 居場所 6 居場所 6 ○ ○

居場所 7 ○ ○ 居場所 7 ○ 居場所 7 ○ ○

居場所 8 ○ ○ 居場所 8 ○ ○ 居場所 8 ○ ○

居場所 9 ○ ○ 居場所 9 ○ ○ 居場所 9 ○ ○

磨
村

居場所 1 ○ ○

農
村

居場所 1 ○ ○

農
村

居場所 1 ○ ○

居場所 2 ○ ○ 居場所 2 ○ ○ 居場所 2 ○ ○

居場所 3 ○ ○ 居場所 3 ○ ○ 居場所 3 ○ ○

居場所 4 ○ ○ 居場所 4 ○ ○ 居場所 4 ○ ○

居場所 5 (⊃ ○ 居場所 5 ○ ○ 居場所 5 ○ ○

居場所 6 ○ ○ 居場所 6 ○ ○ 居場所 6 ○ ○

居場所 7 ○ ○ 居場所 7 ○ ○ 居場所 7 ○ ○

居場所 8 ○ ○ 居場所 8 ○ ○ 居場所 8 ○ ○

居場所 9 ○ ○ 居場所 9 ○ ○ 居場所 9 ○ ○

居場所1 :
一

人 にな っ て 考え事が できる場所

居場所2 : 好きな こと に集中で きる場所

居場所3 :
一

人 にな っ て く つ ろぐ こ とがで きる場所

居場所4 : 大人の 日を避 けられる場所

居場 所5 : 嫌な思 いを した リ ス トレ スをた め た時 に い られる場所

居場所 6 : お互 い に気が合う人と話 をする場所

居場所 7 : 仲間だと思える人 と話をする場所

居場所8 : 自分を頼 っ て くれる人と話をする場所

居場所9 : 自分を受 け入れて くれる人 と話をする場所

- 14 2 -
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蓑 6 学校 に お け る居場所の 有無 と 人 間 関係 と の 関連

友達 との 関係
カ イ 二 乗検

'

& J旧任相関係数
先
_-_
と のr別系

■
1 % l 5 % l l O % ｢ 1 076 5 % l o 粕 l % 5 076 1 0 % 1 % 5 % l o 粕

居場所1 ( i

大
蘇
市

居 場所 1
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居場所 ヰ 居場所 4

居場所 5 (⊃ 居場所 5

; 居城 所 6 居場所 6

屠場頭7

居場所 8

居場所 7

居場所 8

居場所 9 居場所 9
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也
方
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l
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居 場所 6 居場所 6
~
肩執軒7 居場所 7
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村
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LEE

付

居場所 1

居場所 2 居場所 2 ○ ･○

Jd-場所 3 ○ 居場所 3
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i

[L 5
_

ii 場所 6

＼J 居場所 5 (コ ･つ

居場所 6 し⊃

居城所 7 r 居場所 7 囲■ ･○

厨場所 8 居場所 8 ロ L

居場商う u 居場所 9 r ｢ (○

居場所l :
一 人 に な っ て考 え事 かで きる 場所

居場所 2 : 好さ なこ と に集 中で きる 場所

居場所 3 : 一人に なっ てく つ ろ く
`

こ と が で き る 場所

居場所 4 : 大 人の 目を避 け ら れ る場 所

居場所 5 : 様 な 思 い を した リ ス ト レス を た め た 時に い られ る 場所
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図15 地 域に お け る 本音 で話 し合え る 人 の 有無

- 1 4 3

居場 所6 : お互 い に 気か合う人と請奪 す る場所

居場 所7 : 仲間だ と思 え る 人 と話をする 場所

居場所 8 : 自分を頼 っ て く れ る人 と話を する 場所

居場所 9 : 自分を 受 け入れ て くれ る人 と話を する 場所
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図1 7 地域 に お け る居場所 と な る具 体的な場所

な場所を ｢ A 塾 ･ 習 い事な ど の 教室｣ ｢ B 友達 の 家｣

｢ c 自然 の あ ると こ ろ ･ 公園｣ ｢ D 駅 ･ 店｣ ｢ E 公 共施

設｣ ｢ F 空 き地 ･ 駐車場｣ ｢ G 場所がな い｣ ｢ H 地域 で

は そ の行為自体しな い｣ か ら そ れ ぞ れ あ て は まる もの

ひと つ を選択する方法で調査した o そ の 結果をもとに ､

居場所 の 有無に つ い て ､ 具体的な場所の A か ら F を

｢ 居場所あり｣ ､ G H を ｢ 居場所なし｣ と して 検討する｡

i 地域 に おける居場所の 有無に つ い て ､ 居住地域別

の結果を図 16 に 示す｡

調査対象全体 の 傾向をみ ると ､ 個人的居場所 の 所有

率は約 5 割から 6 割 で約半数で あ るo そ の 中で ､
｢ 好

き な こと に集中で さ る場所｣ と家庭にお い て 所有率 の

低い高次元 の個人的居場所は 高い 傾向かあ る o こ れ は ､

地域 は家庭や学校とは異なり､ 様 々 な場所が ある た め ､

物理的に も隔離で き る場所を見 つ け や す い こ とか関係

して い る と考え られるo ま た ､ 社会的居場所の 所有率

は個人的居場所より約2 割高く ､ 地域 に お い て は ､ 社

会的居場所の方が所有しやす い o し か し､ そ の 中で も

高次元 の 社会的居場所は低次元の 社会的居場所より低

く､ 所有し にく い傾向かあ る o

地域別 に比較す ると ､
｢ 一

人に な っ て く つ ろ ぐ こ と

が で きる場所｣ 以外の居場所に つ い て , ( 大都市) の

所有率か最も高 い 傾向が み られ る o

il 地 域 に お い て居場所を所有して い る子ども の 居場

所とな る具体的な場所に つ い て ､ 居住地域別の結果を

カ イ 二 乗検定 f憤位相関 係 数

1 % 5 % 10 % 1 % 5 % l o 粕

大
節
市

居場所 1

居場所 2 (⊃ ○

居場所 3 ○

居場所 4 rJ

居場所 5 C ) ､⊃

居場所 6 ⊂) ○

居場所 7 ○ ⊂)

居場所 8 ⊂) (⊃

居場所 9 ○ ⊂)

也
方
那
柿

居場所 1

居場所 2

居場所 3

居場所 4 0 ⊂)

居場所 5 ○ 国
居場所 6 C ) ⊂)

居場所 7 C ) ○

居場所 8 ⊂)

居場所 9

良
村

居場所 1 ○ ○

居場所2 ⊂〕 ○

居場所3 (つ C
.

居場 所 4

居場所5 ⊂) (○

居場 所6 ⊂) Eil

居場 所7 ⊂) (⊃

居場所 8 ⊂) ○

居場 所9 E宅l ⊂)

居i貴所 l

居場所 2

居場所 3

居場所 4

居場所 5

居場所 6

居場所 7

居場所 8

居場所 9

-

人 に な っ て 考え事かで き る場所

好きな こと に 集中で きる 場所
一

人に な っ て くつ ろ (
'

ことが で き る場所

大人の El を遜r l られ る 場所

嫌な思 い を した リ ス ト レス を た め た 時 にい られ る 場所

お 互 い に 気が 合う人 と話 を する場所

仲間だ と思え る人 と話を す る場所

自分を顛 っ て くれる 人 と誌をする 場所

自分を受 け入れて く れ る 人 と話をする場 所

図 1 7 に 示すo

調査対象全体 の 傾向をみ る と ､ 個人的居場所に つ い

て
､
｢ 自然の あ る と こ ろ ･ 公園｣ を中心 に 居場所を所

有して い るo ま た ､ 高次元 の 個人的居場所は ｢ 自然 の

ある と こ ろ . 公園｣ 以外 に ｢ 友達 の家｣ も居場所とす

る子 どもが多い o 社会的居場所に つ い て は ､
｢ 友達 の

家｣ を中心 に居場所 を所有して い る傾向か あ る ｡

地域別に比較する と､ ｢ 塾
･

習い事な どの 教室｣ ｢ 店
･

駅｣ ｢ 公共施設｣ を居場所 とす る子 どもは都市部 の 方

が多い ｡ こ の こ と から､ 都市部の 地域にお け る居場所

所有率の 高さは､ 地域 の諸施設が充実し
,
居場所を形

成しや す い環境で ある ことが関係して い る と考えられ

る ｡
一

方 ､ 農村部は店な どは少な いが
, 白然か豊かな

た め ｢ 自然の あ る と こ ろ ･ 公園｣ ､ 戸 建住宅多く 子ど

も部屋が広い た め ､ 友達 の家 へ よく行く子どもが多く

｢ 友達の 家｣ が居場所に なりやす い と考え られ る ｡

③地域 に おける居場所の有無と本音で 話せ る人の 有無

と の 関連

地域に おける居場所の 有無と本音で 話せ る人の 有無
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(安心感)

安心で きる

( 安定感)

落ち着ける

く快楽啓)

楽 しい

( 粛足藍)

満足悪71 ( ある

( 解放慈)

解放感がある

( 好蔭)

好き

軸 * グラフ内 政値は件数 を示 す

図 1 8 家庭 . 学校 に お け る子 ど もの 心 理 状態

き ょうだ い

との 朗係

0 2 4 6 8 1 0

､ 軌■

Ej 本音 で会話す る 匿 仲Eま良い が気をつ かうこ とが ある

E] 表面 上の 会話 しか し ない

* グラフ 内致値は件 数を示 す

図19 家庭 ･ 学 校に お ける 人 間 関 係

と の 関連に つ い て ､ 居住地域別の 検定結果を表 7 に示

すo 紙面の都合上 ､ 居場所 の 有無と人間関係との 閑適

の結果を示す医‖ま省略す る o

( 大都市) ( 地方都市) ( 農村) 全て の地域にお い て ､

居場所を所有 して い る子ども の 方か地域に本音で 話せ

る人 が い る傾向があ る ｡

(2) 家庭 ･ 学校 ･ 地域を ト
ー

タ ル に みる子どもの 居

場所

1) 家庭
･ 学校 ･ 地域比較に よ る 子ども の 居場所

家庭 ･ 学校 ･ 地域を ト
ー タ ル に子ども の 居場所 の 実

態を捉え る た め ､ ま ず居場所と大きな関わり が ある と

考え られ る ｢ 家庭 . 学校 に お け る心 理状態｣ ｢ 家庭 ･

学校
･ 地域 に お け る人間関係｣ に つ い て 検討す る o 次

に個人的居場所 の 5 項目と ､ 社会的居場所 の 4 項目 に

学校の 友達

宇壕以 外 の 友達

一丘所の 大 人

塾や店 ､
公 共施畜生な どで
i n ) 合 っ た大人

親戚

その 他

本音で長吉し合える

人はい ない

0 2 4 6 8 1 0

9

* グラフ 内数値Eま件数 を示す

園 20 地域 に お け る本音 で話 し合 え る人

つ い て ､ 家庭 ･ 学校 ･ 地域 に おける居場所所有率を比

較し検討する o

LT)家庭 ･ 学校 に おける子どもの 心理状態

家庭 ･ 学校 に おけ る子ども の心理状態に つ い て ､ そ

れ ぞ れ の プ ラ ス 評価 の 結果を図 1 8 に 示す o

学校 に お け る子 ども の 心理状態は ､
｢ 快楽感｣ を除

く全て の 側面で ､ 家庭よりプ ラ ス 評価か低く ､ 学校 の

心理状態は ､ 家庭 の心理状態より悪い傾向がみ られるo

②家庭 ･ 学校 ･ 地域 に おける子 どもの人間関係

家庭に おけ る親 ･ き ょ う だ い と の関係､ 学校 に おけ

る先生 ･ 友達と の関係に つ い て ､ 結果を図 1 9 に 示す D

き ょ う だ い ･ 友達と本音で会話す る子 どもは 6 割以

上 で ､ 子 どもに と っ て大童 な存在で あると考えられ る

親との 関係より や や 良い ｡ こ れ は､ き ょ う だ い や学校

の 友達は年齢が近く ､ 本音 で話しやす い こ とが関係し

て い る と考えられ るo し か し, 友達と気を つ か っ て 会

話する子どもは多く ､ 友達と の関係に ス ト レ ス を抱 え

て い る子どもも多くみ られる ｡ ま た､ 先生と表面上 の

会話しか しな い 子ども は約半数で最も多く ､ 先生と は

あま り親密で な い子ども が多 い と い え る ｡

次 に地域に おける本音で話し合える 人に つ い て ､ 結

果を囲 20 に 示す o

地域で 学校の 友達と本音で話し合え る子 ども は最も

多く ､ 学校 の 友達は学校だ け で なく ､ 地域 に お い て も

本音で 話す こ とか で き る大き な存在で あ る と考えられ

る o 一方､ 大人と の 関係は弱 い こ と が捉 え ら れ た ｡

｢
､丑家庭 ･ 学校 ･ 地域 に おけ る居場所 の 所有

家庭 ･ 学校 ･ 地域 に おけ る居場所 の 所有に つ い て ､

結果を囲 2 1 に 示す c

個人的居場所に つ い て は ､ 家庭 に おけ る居場所所有

率が ､ 学校 ･ 地域 に おけ る居場所所有率より高く､ 家

庭は 個人的居場所の中心 で あ る と い え るo し か し､ 家
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Ej 家庭 厨 学壕 口地域

1 1 一人 に な っ て 考え事がで きる場所
2. 好きな こ と(

= 集中で きる士嘉所

3･ 一人 に な っ て く つ ろ(
'

ことが で きる士晶所

4
. 大人

の 目 を避けられる土芸所
5･ 嫌な思い をしf = L) ス トレス を1= めた時に い られる場所
6 二 お互い E = 気が合う人と話 をする場所

7 : 仲間だと思 える人と書舌をする場所
8 : 自分を持っ て くれる人と

' '

Et をする場所
9 : 自分を受け入れて く れる人と言責をする場所

図 21 家庭 ･ 学校 ･ 地 域に お け る 居 場所の 所有

庭で も高次元の個人的居場所の 所有率は低次元の 個人

的居場所より低く ､ 所有し にくい 傾向が ある o
一

方 ､

学校 ･ 地域 にお ける居場所所有率に つ い て は ､ 低次元

の 個人的居場所は ､ 学校 の 方が高 い か ､ 高次元 の 個人

的居場所で は ､ 地域 の方が高い か学校と ほ ぼ 同じ割合

で あり､ 地域 に お け る高次元 の 個人的居場所 の ウ エ イ

トは高くな っ て い る｡ し た が っ て ､ 地域は ､ 個人的居

場所の 中心 で あ る家庭に お い て 所有率の 低 い 高次元 の

個人的居場所を補完す る役割が大きい と考えられ る｡

ま た
､
｢ 好 き な こ と に 集中でき る場所｣ に つ い て は ､

個人的居場所の所有率か全体的に低い 学校 ･ 地域 で も

居場所所有率が高くな っ て お り､ 個人的居場所 の 中 で

最も所有しや す い居場所で ある と い える｡

社会的居場所に つ い て は , 学校 に おける居場所所有

率か ､ 家庭
･ 地域 にお け る居場所所有率より高く ､ 学

校 は社会的居場所 の 中心 で あると いえ る ｡ ま た ､ 高次

元の 社会的居場所に つ い て は
､ 家庭 ･ 学校 ･ 地域全体

的に ､ 低次元の 社会的居場所よ り低く , 所有し にく い

傾向があ る ｡

地域 に つ い て ､ 家庭 ･ 学校より過 ごす時間か少な い

に も関わ ら ず､ 居場所を所有して い る子 どもか多 い o

地域 は ､ 高次元 の個人的居場所 の 補完 に つ い て 述 べ た

よ う に
､ 高次元 の 個人的居場所を中心 に ､ 家庭 に おけ

る個人的居場所や学校に おけ る社会的居場所も補完す

る役割を果たす重要な場所で ある と考えられ る｡

14 6 -

r t] r i

平 良 l = 占 い

宇 宙 こ あ も

℡ B r l fj い

辞 n に あ る

宇 丘r-J j い

官 瓜 に [+ し l

# 由 に 1j い

i! Z F lこ あ る

専 ¢ I = 迩 石

専FEE ヒ 占ph

f n ■. L.

~人に
[
i つ

1:考 え 事由
1 で き 石i且巨

B7 き tj こ とI = 事 中 で き る 4 所

大 人 q) 百 菅Z! Il らT L も1 戸斤

tU ,- き い を L f :■･) ス トレ スモf = U Jf = 頚r : しヽ らr.
書う互L t I = 生 が 合 う人 と u きす るqL 断

仲 何 だ L 巳 え る人 とk を 丁る 4 R T

E l
'

h 至I J っ てく r . る人 と 詣 を↑･5
t t 酢

自
I

R 至受 Ll 入 れT く れ る人 とEEを す るtl 所

ロ 宇 恐l こ あ る E3 宇 なr こfi し1

･ グ ラ フ内 払ta は 件 h を示 す

4
: 1 > J i

_
j J イ= R f i冨 4) 甘食 水 Zt l qt そ亭 T

･
く 5 > は

.
カイニ ■嶺 31 C) 打£ 水 事 5 % を 示 す

･ J
LI L-, ■= qZ LI r I_

■
■ I ヽ J .. ■ ト十

●

ミ･ l 1 ｢ 1 V-
l l I.

一
I I ､ t

.
ヽ I - I

･. ､ こ tI L 二 tr Y T I t l.
-
1 l q l

l
t . L T I

園 2 2 家庭 ･ 学校に お け る居場所有無の 関係

E3 地 域 に あ るE ) 也土まr = Ei い

~人に fJl つ て 中 え+ A
(
て き 石tA蔚

好 き な こ と r = A 中 で き るtR 所

一人に fi っ て く つ ろ (
'

こ と

,
bl て き さ IA 所

天 人 の E] モ iZ け ら九 う4 F5

1 * rjQ
_
い 重 しT 二iJ ス ト L ･ ス 毛1 = d ) T = 時 にし､ ら^ る1 所

占互 川 = F

.
が 全 う人 と互邑モ す るt一所

■
■

P ′ ` =･一 さI
L
r i

.
い
1 < 1p

L~
EZ 分 をIJ っ て ( 九 る人 と R をT

r
J
J ) 節

自 今 左 受 け 入 れ T く れ ら 人 と詔 f す 石坊 厨

･ ケ ラ 7 P] 敬 白E壬終 戦 吉宗 す

● < l > lま . 由 イニ t 横 言 Q) 有 E ホ- ■l 恥 を 示 す
● < う> lま

_
カイ ニ 乗一重定0) 育

_
t 木 ま5 L h 節 す

● < 1 O > lま . h イ ニ 兵 填 定 Q) 考 量 ホ 3L1 0 q l 書手 す

◆ = l は

.
岨 塩格 『(系h o) 有 8 水 斗 1I Ⅵ ぎ示 す

I
■5･ は.

慣1丘柑取成 政 4) 7T.t
7k 4 5 q b き 示 す

･ こLO lrま

.
LI 岨73] E ? 休 出 Q) 有 号 jt i 8≧q

b
g き示 す

囲23 家庭 ･ 地域 に お ける 居場所有無の 関係



居住環境か ら みる子ども の居場所に関す る研究

E] te d F = あ る ■ 也i一I = なL ＼

Ll ぞ 1i こ とr = A 中 て き る叫 折

~人r =
rj つ て ( つ ち く こ と±lpe と も4 雨

天 人0) g 毛iZ け ら れ るq 所

け T) B い ぞ LT = LJ ス 十 レス モ7 = めT = 丙r = い ら れ も1 所

お 互 い l二告 が 合 う 人 と!B 乞す る 叫 田

仲r -1 Yご と丑 i も人 とE芦を丁 る qL 酢

8
'

h きJ一 っ て く 九 占 人 と桔 チT 石 LI 断

B W 享受 け入 九 て ( れ る人 とLi 阜す る叫Lf

● く1 > l Z

.
カ イニ ■tE 定 n 書 王7k 4 1 % を .TIL T

● < 5 > l ま_ ら イ
ニ JL書走定 q) 書 王水 斗 5 TL b 壬 宗 V

● < lO > r l.
h イ ニ J L 接 ぎ0) キ ー水 4 10 q b き 示 す

･ 】 4 ･.て 1 1 1 L.
~

■ J q A =
■ r 与 ▼

･:51 I L 成 仏 也 q GL 書 4) 十 王 水11 5 恥 を 示 す
･

.
1
▲ 1 JIL I ⊆･

t t ) L

.
~
■ I ▼ ▲■.,

l
ゝ 事 巳

■

園 24 学校 . 地域 に お け る居場所有無 の 関係

2) 家庭 ･ 学校 ･ 地域 に お け る居場所所有の 相互関係

居場所は ､ 家庭 ･ 学校 ･ 地域が そ れ ぞれ関連なく存

在して い る の で は なく ､ 家庭
･

学校
･ 地域間で相互 に

関連して い る と考え られ る o 例 えば､ 家慶 ･ 学校 に居

場所を所有して い る こ とか地域に も居場所を所有す る

こ と に つ な がる関係で ある ｢ 拡張型 の補完関係｣ ､ ま

た 家庭 ･ 学校 に居場所を所有して い な い代わり に ､ 地

域 に は居場所を所有する関係で ある ｢代替型の補完関

係｣ と い う 2 種類の 補完関係が あ る の で は な い か と考

え られ る o

そ こ で ,
こ こ で は ｢ 拡張型の補完関係｣ と ｢ 代替型 の

補完関係｣ の 2 種類の 補完関係を検討す るo

①拡張型 の 補完関係

家庭 ･ 学校 にお ける居場所所有の関係に つ い て ､ 結

果を 因 22 に 示す ｡ 全 て の 居場所の側面に お い て , 秦

庭 に居場所を所有して い る子 どもの方が､ 学校 に も居

場所を所有して い る傾向が みられる｡

家庭 ･ 地域 にお ける居場所所有の関係に つ い て , 結

果を図 2 3 に 示す｡ ｢ 好きな こ と に集中で きる場所｣ 以

外の 側面にお い て ､ 家庭 に居場所を所有して い る子 ど

もの 方が ､ 地域 に も居場所を所有して い る傾向がみ ら

れ るo

学校 ･ 地域 にお け る居場所所有の関係に つ い て ､ 結

果を園 24 に 示す o 全 て の 居場所 の 側面に お い て ､ 学

校 に居場所を所有して い る子 どもの 方か､ 地域 に も居

□ どこ T = もない 向学校にある □ 地域 に ある
Ej 学校 と地域 両方に ある

◆ グラフ内扱値は件勧を示 す

1 一人l = なっ て考え事 がで きる境所
2 好き なこ とr = 集 中で きるl 長所

3
. 1
人 にな っ てく つ ろ ぐこ とJ)t できる場 所

4
. 大人

の 日を避 けられ る額所

5 煉な 思い を しf= LJ ス ト レス を1 = d )f = 時l = い られる場所

図25 家庭に個人的居場所を所有しない場合の代替型補完パ タ
- ン

El ど こに も tJ: い 国 書底r = ある □ 地域r = ある

E] 家虚 と地域 両方( = ある

書グラ フ内数値は件数を示 す

6 : お互 いに 先が 合う人と邑舌をする場所
7 : 仲間だ と 思える人 と吾まをする確所
8･ 自分 を掃っ てくれ る人 と書吉をする喝節
E)一自分 を受け入 れ てく れ る人 と官主をす る蛾所

園 26 学校に社会的居場所を所有しない場合の 代替型補完パタ ー ン

場所を所有して い る傾向がみ られ る o こ の 関係か ､
3

つ の 関係 の うち最も関連が強い ｡

以上 より､ 家庭 ･ 学校 ･ 地域 そ れぞ れ に お け る居場

所所有は ､ 他の 場所で の居場所所有に つ なが っ て おり､

拡蛋型 の補完関係が ある こ と が捉 え ら れた o

②代替型 の補完関係

次に ､ 居場所を所有 して い な い子 どもは ど こ に居場

所を所有して い るかを検討す るc 特 に個人的居場所
･

社会的居場所そ れ ぞ れ の 中心 とな る場所に 居場所を所

有しな い子どもに注目し､ 中心 となる場所に 居場所を

所有して い な い場合､ 他 の場所が代替補完で さ て い る

かを検討す るo

家庭 に個人的居場所を所有 しな い場合の 代替型補完

パ タ ー

ン に つ い て ､ 結果を図 25 に 示す o

個人的居場所全て の 側面に お い て ､ 家庭 に個人的居

場所を所有して い な い子 ども の半数以上が ､ 学校､ 地

域, ま た は学校 . 地域両方の いずれか で補完して い る o

そ の 中で も､ 家庭 に ｢ 好きな こ と に 集中で きる場所｣
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を所有して い な い子 どもは学校や地域で補完しやす い

が
､ 高次元の 個人的居場所は補完しにくい傾向がある｡

家庭 に高次元の個人的居場所を所有して い な い子 ども

に注目す ると､ 地域の み で補完して い る子 どもは学校

の み で補完して い る子どもより多く､ 地域は､ 家庭 に

高次元の 個人的居場所を所有して いな い子ども の代替

補完をして い る役割が大き い と考え られ る｡

学校 に社会的居場所を所有しな い場合の 代替型補完

パ タ ー

ン に つ い て
､ 結果を図 26 に 示す｡

社会的居場所全て の 側面にお い て ､ 学校 に社会的居

場所を所有して いな い場合､ 家庭で 補完して い る子ど

もが多く､ 家庭は学校に社会的居場所を所有して いな

い子ども の代替補完の役割を して い る傾向がみられる｡

そ の 中で も､ 高次元の 社会的居場所は低次元の 社会的

居場所より補完しにくい 傾向がある ｡
一

方 ､ 地域で 補

完して い る子どもは少なく､ 地域は学校にお ける社会

的居場所を補完する役割は充分で はな い こ とが捉え ら

れた ｡

4 . おわ りに

居住環境か ら家庭 ･ 学校 ･ 地域別に 子どもの 居場所

の 実態を検討 した ｡ ま た ､ 家庭 ･ 学校 ･ 地域をト
ー タ

ル に子どもの 居場所の 実態を検討 した｡ 以下に 本稿で

明らかとな っ た事柄に つ い て 示す｡

①居住環境に つ い て は ､ 農村部は自然環境がある子ど

もが多い が､ 都市部は地域の諸施設がある子どもが多

い ことが捉えられた｡ ま た､ 地域 に おけるよく行く場

所に つ い て は､ 農村部は自然があると ころ､ 友達 の家､

近所 の人 の家 へ よく行く子 どもが多い が､ 都市部は地

域の諸施設 へ 行く子 どもが多い こ とが捉えられた｡

②家庭にお い て は ､ ( 地方都市) の ｢ 大人 の 目を避け

られる場所｣ の所有率が他の地域より低い こ とが捉え

られた ｡ ま た､ ( 大都市) は他 の地域より居場所の有

無と心理状態や人間関係との関連が弱い傾向が ある｡

こ れ は ､ ( 大都市) は家庭の 居場所を代替で きる施設

が地域に多くある こ とが関連の弱さ に影響を与えて い

ると考え られ る｡

③学校に お い て は､ 家庭同様､ ( 地方都市) の ｢ 大人

の目を避けられる場所｣ の 所有率が他の 地域より低い

こ とが捉え られた ｡ ま た ､ 都市部の 方が社会的居場所

の 所有率が高くな っ て おり､ 都市部は学校 にお ける社

会的居場所の ウ エ イ トが高い ことが捉えられた｡ 居場

所とな る具体的な場所で は ､ ｢ 自分の ク ラ ス｣ を個人

的居場所とする子どもは都市部の方が多く､ ｢ 廊下 ･

トイ レ ･ 階段 ･ 校庭 の片隅｣ に つ い て は農村部の方が

多い ｡ こ れ は､ 土地 の 関係で ､ 農村部の学校の敷地面

積が都市部より広い ため､ 農村部は ｢ 自分の ク ラ ス｣

以外 に居場所を所有しやす い こ とが捉えられた｡ ま た ､

( 大都市) は他 の地域より居場所の有無と心理状態や

人間関係 との 関連が弱い傾向があ る｡ こ れ は､ ( 大都

市) の 学校の おける心理状態や友達との 関係が相対的

に良いた め､ 居場所の 有無との 関連が弱くな っ た と考

え られ る

④地域に お い て は､ 都市部の 方が ほ とん どの 居場所の

所有率が高い傾向で ある こ とが捉え られた ｡ ま た居場

所とな る具体的な場所で は､ ｢ 塾 ･ 習 い事な どの教室｣

｢ 店 ･ 駅｣ ｢ 公共施設｣ を居場所とす る子どもは都市部

の 方が多い ｡ こ の こ とか ら､ 都市部の 地域にお ける居

場所所有率の 高さ は､ 地域の 諸施設が充実し､ 居場所

を形成しやす い環境で ある こ とが関係して いる こ とが

捉え られた ｡

以上より､ 居住地に よ っ て 子どもの 居場所の 実態に

違い がみ られ ､ ま た こ の 居場所形成に は居住環境が大

きく関わ っ て い る こ とが捉え られた ｡ ( 大都市) は家

庭の ウ エ イ トが低い が ､ 学校 にお ける社会的居場所の

所有率が高く､ そ の 延長線上 として 地域における居場

所の 所有率も高い ことが捉え られた ｡ こ れ は ､ 地域 の

諸施設が充実して い る ことが関係して い ると考えられ

る ｡
一

方 ､ ( 農村) は家庭に お ける居場所の 所有率で

は違い がみられなか っ た が
､ 家庭に おける心理状態は

良く ､ 友達 の 家 へ 行き来する子どもが多い ため家庭に

おける ウ エ イ トが高い こ とが捉えられた ｡ ま た､ ( 地

方都市) は家庭 ･ 学校ともに ｢ 大人の 目を避けられる

場所｣ の所有率が低い と い う特徴が捉えられた｡ こ れ

は
､ ( 地方都市) の居住環境が ､ 都市部や農村部の 居

住環境とは異なる ことが理 由の
一

つ と し て挙げられ る

の で はな い かと考え られる｡ ( 地方都市) の 居住環境

は地域に (大都市) ほど匿名的に 隠れる地域の諸施設

が少なく､ ( 農村) の よう に 隠れる こ と の で きる自然

も豊富で はな い ｡ ま た､ ( 農村) の よう に地域の 人と

密接な関係で はな いが ､ 地域 に大人の目はあると いう

逃げられ な い環境で ある ｡ こ の居住環境が､ 家庭や学

校の ｢大人の目を避けられる場所｣ の所有率の 低さ に

つ なが っ て い ると考え られ ､ ( 地方都市) の居住環境

にお ける問題点が明らかとな っ た ｡

⑤家庭 ･ 学校 ･ 地域比較に よる居場所にお い て は､ 個

人的居場所の 中心 は家庭で あるが ､ 家庭で も高次元の

個人的居場所の 所有率は低次元の 個人的居場所より所

有しにくい こ とが捉えられた ｡ ｢ 好 きな こ と に集中で

きる場所｣ に つ い て は､ 個人的居場所の所有率が全体

的に低い学校 ･ 地域 で も所有 しやす い居場所で ある こ

とが捉えられた｡ ま た､ 社会的居場所の 中心 は学校で

あるが､ 高次元の社会的居場所は､ 家庭 ･ 学校 ･ 地域

全体的に ､ 低次元の社会的居場所より低く
､ 所有し に

く い こ とが捉えられた｡ 地域は､ 高次元の個人的居場
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居住環境からみる子どもの 居場所に 関す る研究

所を中心 に
､ 家庭 にお ける個人的居場所や学校に おけ

る社会的居場所も補完す る役割を果たす重要な場所で

ある こ とが捉えられ た ｡

⑥家庭 ･ 学校 ･ 地域 に お ける居場所所有の相互 関係に

お い て は､ 居場所の所有は他の 場所で の居場所所有に

もつ ながる拡張型の 補完関係で ある ことが捉えられた｡

個人的居場所の 中心 で ある家庭に個人的居場所を所有

して い な い子どもは､ 学校や地域で補完 して い る こ と

が捉えられた ｡ そ の 中で も､ ｢ 好 きな こと に 集中で き

る場所｣ は補完しやす い が ､ 高次元の個人的居場所の

補完は し にく い ｡ 特 に ､ 高次元の個人的居場所は､ 学

校より地域が代替補完を して い る役割が大き い こ とが

捉えられた｡ 社会的居場所の 中心 で ある学校に社会的

居場所を所有して い な い子 どもは､ 家庭 で補完して い

る こ とが捉えられた ｡
一

方､ 地域 で補完をして い る子

どもは少なく ､ 学校 に社会的居場所を所有して い な い

場合の補完の役割は
､
充分 に は果たせ て い な い と い う

問題点が明らか に な っ た ｡ こ の こ とか ら､ 今後､ 地域

に社会的居場所に 成り得るような場所を提供し､ 政策

的に ｢ 居場所｣ づ くりを支援す る事業を行う必要があ

る と考え られ る｡
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